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この本の使い方はじめに
　理科は、身のまわりのふしぎなことを楽しく学ぶ教科です。しかも理科は、わたした

ちが生活していくうえで欠
か

かすことができません。現
げん

在
ざい

、環
かん

境
きょう

問題が人
じん

類
るい

にとってもっ

とも重
じゅう

要
よう

な課
か

題
だい

になっています。そのひとつとして、地球の温
おん

暖
だん

化
か

が原
げん

因
いん

となって、こ

れまでに見られなかったような大
おお

型
がた

台風や集中豪
ごう

雨
う

が発生し、各
かく

地
ち

で竜
たつ

巻
まき

が起きるよ

うになりました。そして、今までの春、夏、秋、冬とことなった気
き

候
こう

になってきていま

す。大昔から、わたしたちは、四
し

季
き

を知ることで、雨のふる季
き

節
せつ

を知り農業をおこない、

村や町や都市をつくりながら、文明や文化を築
きず

きあげてきました。台風や集中豪
ごう

雨
う

など

の防
ぼう

災
さい

対
たい

策
さく

では、水について深く学ぶことが必
ひつ

要
よう

です。みんなの力をあわせて、安心し

て飲むことができる水を手に入れ、安全で安心な生活を守っていきましょう。

川
かわ

村
むら

康
やす

文
ふみ

この本は、「水」にまつわる
６つのテーマをしょうかい
しています。１つのテーマ
は３つの内

な い

容
よ う

からなります。
まずは水の基

き

本
ほ ん

的
て き

なはたら
きを理

り

解
か い

したうえで（①）、
水にかかわる環

か ん

境
きょう

問題を考
えてみましょう（②）。また、
そのテーマに関

か ん

連
れ ん

したかん
たんな実

じ っ

験
け ん

や体
た い

験
け ん

、最
さ い

先
せ ん

端
た ん

の科学技
ぎ

術
じゅつ

の話題もしょう
かいしています（③）。

※ 本の中では、１巻
かん

の「空気」は 空気、
２巻

かん

の「水」は 水 、３巻
かん

の「森と土」
は 土森 で表しています。
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水の一番の特
と く

ちょうはいろいろなものをとかすこと。でも、水にもとけな
いものがある。そもそも、「とける」ってどういうことなんだろう?

とけたものは、どんどん細かくなっていき、形の見えな
いつぶとなって液

えき

全体に広がります。このような水に
とかした液

えき

体
たい

を「水
すい

溶
よう

液
えき

」といいます。水
すい

溶
よう

液
えき

はとうめ
いで、時間がたっても、とけたものが底

そこ

にたまることは
ありません。

食
しょく

塩
えん

が水にとけると、食
しょく

塩
えん

を
つくっている成

せい

分
ぶん

、「ナトリ
ウム」と「塩

えん

素
そ

」という原
げん

子
し

（→P.47）がばらばらになり、
水中に広がります。ばらばら
になったナトリウムと塩

えん

素
そ

は0.0000001mmととても
小さく、目に見えません。

とけずに液
えき

体
たい

がにごります。時間がたつと、とけなかっ
たものが底

そこ

にたまります。

ものが水にとけるとき

食
しょく

塩
え ん

が水にとけるとどうなる？

ものが水にとけないとき

水はさまざまなものを水はさまざまなものを
とかすとかす

小

も
の
の
と
け
方

中
学
生
以
上じ

ょ
う

小

も
の
の
と
け
方

食
しょく

塩
えん

のつぶは、
水にとけると
見えなくなる。

食
しょく

塩
えん

かたくり粉
こ

かたくり粉
こ

食
しょく

塩
えん

は水にとける
と、N

エヌエープラス

a＋（ナトリウ
ムイオン）とC

シーエルマイナス

l ー

（塩
えん

化
か

物
ぶつ

イオン）の
２種

しゅ

類
るい

のつぶに分
かれる。

川の水にはどんなよごれがとけているのかな？

水

食
しょく

塩
えん

どろ水のどろは、
水にとけていない。

どろ水

かたくり粉
こ

は、水に
とけず、時間がたつ
と底

そこ

にたまる。

はじめに ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2
地球は水の惑

わ く

星
せ い

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4
そもそも水ってなんだろう？ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5
地球があぶない！ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6

水はさまざまなものを
 とかす ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8

川のよごれの正体川のよごれの正体 ・・・・・・・・・・・・・・・・10
水と油はまざる？ まざらない？ ・・・・・・・12

水は高いところから
低
ひ く

いところへ流れる ・・・・14
川のよごれは海の

 よごれにつながる ・・・・・・・・・・・・・・・ 16
川の生き物を調べよう ・・・・・・・・・・・・・・ 18

 水は気体をとかす ・・・・・・20
海が酸

さ ん

性
せ い

化
か

する ・・・・・・・・・・・・・・・・ 22
 雨が酸

さ ん

性
せ い

化
か

する ・・・・・・・・・・・・・・・・ 24
ムラサキイモ粉

こ

で
 雨の酸

さん

性
せい

度
ど

を調べよう ・・・・・・・・・・・・・・ 26

水はあたたまりにくく、
冷

さ

めにくい ・・・・・・・・・・・・・・・・・28
温
お ん

暖
だ ん

化
か

によって
 海水温が上がる ・・・・・・・・・・・・・・・・ 30

もののあたたまりやすさと
冷

さ

めやすさを調べよう ・・・・・・・・・・・・・・ 32

水の体
た い

積
せ き

は
 温度によって変

か

わる ・・・34
海面が上がり陸

り く

地
ち

がしずむ ・・・ 36
氷がとけると水の量

りょう

はどうなる？・・・・・ 38

水が生命にとって
欠

か

かせない理由 ・・・・・・・・・40
地球上の水が

 手に入らなくなる!? ・・・・・・・・・・・・ 42

地球を救
すく

う科学の力 水不
ぶ

足
そ く

を解
か い

決
け つ

する ・・・・・・ 44

さくいん ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 46

①水のはたらきを知ろう! 
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川がよごれる原
げん

因
いん

のひとつとして、
家庭から出る生活はい水がありま
す。生活はい水の多くは下水道管

かん

を
通り、下水処

しょ

理
り

場
じょう

へ送られ、きれい
な水に生まれ変

か

わります。

川のよごれは大きく分けて「有
ゆう

機
き

物
ぶつ

（→P.47）」と
「無

む

機
き

物
ぶつ

（→P.47）」に分けられます。有
ゆう

機
き

物
ぶつ

の多
くは、木の葉、生き物のふんや死がい、食べ残

のこ

しや
せっけんかすなどの、水にとけにくい、いわゆる
目に見えるよごれです。いっぽうで、無

む

機
き

物
ぶつ

のお
もな成

せい

分
ぶん

の「ちっ素
そ

」や「リン」は、ほかの物
ぶっ

質
しつ

と
くっついて水にとけこむため、目には見えません。

川のよごれの出発地

川のよごれ

川のよごれには、目に見えるよごれと目に見えないよごれがある。
水がとうめいだからといって、よごれていないとは言い切れない。
川をよごす原

げ ん

因
い ん

が何か、見ていこう。

川のよごれの川のよごれの
正体正体

地球が地球が
あぶない!あぶない!

下水処
しょ

理
り

場
じょう

で水をきれ
いにする力にもげんか
いがあり、水のよごれが
ひどいと、よごれが残

のこ

っ
てしまうことがある。

きれいにした水

あるていどの有
ゆう

機
き

物
ぶつ

は川の
微
び

生
せい

物
ぶつ

によって食べられ、
きれいになるが、多すぎる
と、川をにごらせる原

げん

因
いん

と
なる。

有
ゆう

機
き

物
ぶつ

によるよごれ

もともと土にあり、植物の養
よう

分
ぶん

になるもの。生
活はい水や肥

ひ

料
りょう

などにふくまれている。増
ふ

え
すぎると、「富

ふ

栄
えい

養
よう

化
か

」といって、水中の微
び

生
せい

物
ぶつ

「植物プランクトン（→P.47）」の養
よう

分
ぶん

にな
り、赤

あか

潮
しお

を発生させることがある。

ちっ素
そ

、リンなどの無
む

機
き

物
ぶつ

によるよごれ

洗
せん

ざいで食
しょっ

器
き

を
洗
あら

った水

トイレで
流した水

微
び

生
せい

物
ぶつ

よごれ

下水道管
かん

生活はい水

おふろの水

下水処
しょ

理
り

場
じょう

では、水にとけていない大きなよごれを取
りのぞき、残

のこ

ったよごれを微
び

生
せい

物
ぶつ

（→P.47）に食べさ
せてきれいにします。最

さい

後
ご

に消
しょう

毒
どく

して川へ流します。

下水処
し ょ

理
り

場
じょう

で水をきれいにする

赤
あか

潮
しお

では、水中
の酸

さん

素
そ

がへり、
魚が酸

さん

欠
けつ

になる
おそれがある。

生き物に危
き

険
けん

な
有
ゆう

害
がい

物
ぶ っ

質
し つ

カドミウムや亜
あ

鉛
えん

、水
すい

銀
ぎん

な
どは水にとけます。これら
は体内に入ると健

けん

康
こう

をそこ
なうおそれのある「有

ゆう

害
がい

物
ぶっ

質
しつ

」です。有
ゆう

害
がい

物
ぶっ

質
しつ

を取りこ
んだ魚などをヒトが食べる
ことで、さまざまな病気を
引き起こすと考えられてい
ます。工場などから出るは
い水は、有

ゆう

害
がい

物
ぶっ

質
しつ

が出ない
ように、きびしく取りしま
られています。

②環
か ん

境
きょう

問題を知ろう !
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水と油はまざる？  まざらない？水と油はまざる？  まざらない？
油よごれはベトベトしていて水でかんたんに流せません。これは水と油が
まざらないためです。でも、あるものを加

く わ

えるとかんたんにまざります。

やってみよう !

食品に色をつけるため
のもの。今回はコップ
の３分の１くらいまで
入れた水に、耳かき１
ぱい分の食用色

しき

素
そ

を入
れたよ。赤のほかに、
青や黄色などがある。

食用色
しき

素
そ

とは？
準
じゅん

備
び

するもの

●食用油（コップの 3 分の１くらいの量
りょう

）

●食用色
しき

素
そ

をとかした色水
（コップの 3 分の１くらいの量

りょう

）

●食
しょっ

器
き

用洗
せん

ざい（ティースプーン半分以
い

下
か

）

●ストロー

水も油も、分
ぶん

子
し

（→P.5）からで
きていて、水

みず

分
ぶん

子
し

は、油の分子
とくっつきません。そのため、
水と油はまざり合わないので
す。いっぽうで、洗

せん

ざいを入れ
ると、おたがいまざります。こ
れを「乳

にゅう

化
か

」といいます。洗
せん

ざ
いには、水

みず

となじむ部分と油と
なじむ部分の両方があるから
です。油でよごれた食

しょっ

器
き

を洗
あら

う
とき、洗

せん

ざいだけでなく、必ず
水をスポンジにふくませるの
は、水と油よごれをなじませる
ためです。

考えてみよう1
食用油と色水を準

じゅん

備
び

しよう。油の
中に色水を少しずつ入れていくよ。

入れるときはストローを色
水につけて、ストローの口
をおさえて持ち上げる。何
回かに分けて入れてみよう。

２

5

4

3

丸いかたまりになって落ちていく

洗
せん

ざいの水となじむ部分が水
と、油となじむ部分が油とくっ
つき、油が細かいつぶになって、
水の中に広がり、まざり合う。

洗
せん

ざいで乳
にゅう

化
か

していても、
油は分

ぶん

解
かい

されておらず、細
かいつぶとなってそのま
ま残

のこ

っているので、川のよ
ごれにつながります。また
大
たい

量
りょう

の油を流すと、下水
道管

かん

にこびりつき、つまら
せるおそれもあります。油
よごれはあらかじめ、ペー
パータオルなどでふいて
おくことが大切です。

かきまぜてみても、水と油は２つの
層
そう

に分かれてしまい、まざらない。

洗
せん

ざいを数てき落とす。

かきまぜてみよう。水と油がまざった。
（使い終わったあとの水と油がまざった液

えき

は、そ
のままはい水口に捨

す

てず、新聞紙などに吸
す

わせ
て、燃

も

えるごみとして捨
す

てよう）

色水油

色水

油

水

油

洗
せん

ざい

油となじむ部分
水となじむ部分

③やってみよう!    調べてみよう!

も く じも く じ

実
じっ

験
けん

や体
たい

験
けん

は、かならず大人といっしょにおこないましょう。

空気、水、森と土は、環
かん

境
きょう

の中で
深くかかわり合っているよ！
ほかの巻

かん

もぜひ読んでみよう！	

テーマに関
かん

係
けい

する理科の
学習内

ない

容
よう

をチェック！

学習する学年と、教科書の単
たん

元
げん

をのせています。小学校で
習わない内

ない

容
よう

は「中学生以
い

上
じょう

」
と書いてあります。
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ように、きびしく取りしま
られています。
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水と油はまざる？  まざらない？水と油はまざる？  まざらない？
油よごれはベトベトしていて水でかんたんに流せません。これは水と油が
まざらないためです。でも、あるものを加

く わ

えるとかんたんにまざります。

やってみよう !

食品に色をつけるため
のもの。今回はコップ
の３分の１くらいまで
入れた水に、耳かき１
ぱい分の食用色

しき

素
そ

を入
れたよ。赤のほかに、
青や黄色などがある。

食用色
しき

素
そ

とは？
準
じゅん

備
び

するもの

●食用油（コップの 3 分の１くらいの量
りょう

）

●食用色
しき

素
そ

をとかした色水
　（コップの 3 分の１くらいの量

りょう

）　

●食
しょっ

器
き

用洗
せん

ざい（ティースプーン半分以
い

下
か

）

●ストロー

水も油も、分
ぶん

子
し

（→P.5）からで
きていて、水

みず

分
ぶん

子
し

は、油の分子
とくっつきません。そのため、
水と油はまざり合わないので
す。いっぽうで、洗

せん

ざいを入れ
ると、おたがいまざります。こ
れを「乳

にゅう

化
か

」といいます。洗
せん

ざ
いには、水

みず

となじむ部分と油と
なじむ部分の両方があるから
です。油でよごれた食

しょっ

器
き

を洗
あら

う
とき、洗

せん

ざいだけでなく、必ず
水をスポンジにふくませるの
は、水と油よごれをなじませる
ためです。

考えてみよう1
食用油と色水を準

じゅん

備
び

しよう。油の
中に色水を少しずつ入れていくよ。

入れるときはストローを色
水につけて、ストローの口
をおさえて持ち上げる。何
回かに分けて入れてみよう。

２

5

4

3

丸いかたまりになって落ちていく

洗
せん

ざいの水となじむ部分が水
と、油となじむ部分が油とくっ
つき、油が細かいつぶになって、
水の中に広がり、まざり合う。

洗
せん

ざいで乳
にゅう

化
か

していても、
油は分

ぶん

解
かい

されておらず、細
かいつぶとなってそのま
ま残

のこ

っているので、川のよ
ごれにつながります。また
大
たい

量
りょう

の油を流すと、下水
道管

かん

にこびりつき、つまら
せるおそれもあります。油
よごれはあらかじめ、ペー
パータオルなどでふいて
おくことが大切です。

かきまぜてみても、水と油は２つの
層
そう

に分かれてしまい、まざらない。

洗
せん

ざいを数てき落とす。

かきまぜてみよう。水と油がまざった。
（使い終わったあとの水と油がまざった液

えき

は、そ
のままはい水口に捨

す

てず、新聞紙などに吸
す

わせ
て、燃

も

えるごみとして捨
す

てよう）

色水油

色水

油

水

油

洗
せ ん

ざい

油となじむ部分
水となじむ部分
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